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日時：１０月１５日（木）１３:３０～１６：００（予定）

場所：東京地裁１０３号法廷 
 
＊ １２:００～１３:００ 裁判所前宣伝 

＊ 尋問終了後弁護士会館１００２号会議室にて報告集会 

7/16 に続いて、原告の声が聞ける機会となる原告本人尋問（東

日本裁判では最後）です。 

原告 S さんは、2004 年 10 月にお父さんをイレッサの副作用

の間質性肺炎で亡くしました。お父さんの余命と病状を考え、ご

自分の病気の治療をおこなって、良くなったら、お父さんに十分

なことをしたいと思っていた矢先のことでした。そのお父さん

は、他の抗がん剤のような副作用がなく、効果があるというイレ

ッサに期待を寄せ、「良くなったら家族みんな笑顔でいたい」と

いう思いがうかがえる「うた」を残していました。 

1 人でも多くの傍聴で原告を見守り、この裁判への関心の高さを

示したいと思います。大変な中ですが参加をお待ちしています！

●日時・２００９年１０月２５日 (日)  

１３：３０～１７：３０ （開場：１３：００）

●場所・キャンパスプラザ京都 ５Ｆ第１講義室 

＊資料代：５００円 

～『肝炎対策基本法』成立のため、 

署名等の活動にご協力ください！！～

衆院解散により廃案となった『肝炎対策基本

法』ですが、多くの肝炎患者が待ったなしの

状況にあることは変わりありません。 

次期国会での成立を目指して、引き続き支援

していきましょう！！ 
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●プログラム 

第１部・薬害被害者からの報告

第２部・スモンの闘い! 

   薬事二法から３０年 

第３部・徹底討論  

薬事行政のゆくえ 

 

 

 

 

 


